
森
の
中
、
海
の
見
え
る
砂
浜
、

水
鳥
が
小
魚
を
食
ん
で
い
る
湖

畔
、
ア
ウ
ト
ド
ア
で
何
も
せ
ず

た
だ
ボ
ー
ッ
と
す
る
。
ス
ト
レ

ス
が
消
え
て
心
も
体
も
軽
く
な
っ

て
き
ま
す
。

心
身
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
す
が
す
が
し
い
気

持
ち
が
広
が
り
生
き
る
喜
び
や

意
欲
も
わ
き
上
が
っ
て
き
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
と
は
ア
ウ
ト
ド
ア

で
自
由
に
場
所
を
選
ん
で
、

「
野
営
」
す
る
こ
と
が
本
来
の

意
味
。
し
か
し
そ
の
キ
ャ
ン
プ

は
厳
し
い
天
候
に
さ
ら
さ
れ
た

り
、
水
や
食
料
を
確
保
し
た
り

と
、
専
門
の
サ
バ
イ
バ
ル
テ
ク

ニ
ッ
ク
が
必
要
な
世
界
で
す
。

そ
こ
で
設
備
が
あ
る
程
度
整
っ

た
キ
ャ
ン
プ
場
が
作
ら
れ
、
誰

も
が
安
全
に
ア
ウ
ト
ド
ア
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
車
を
サ

イ
ト
ま
で
乗
り
入
れ
、
事
の
そ

ば
に
テ
ン
ト
が
張
れ
る
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
は
車
と
テ
ン
ト
が
あ

れ
ば
気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
な

に
よ
り
荷
物
の
輸
送
と
撤
収
が

楽
で
、
サ
イ
ト
内
で
は
車
自
体

も
居
住
空
間
や
物
置
に
利
用
で

き
ま
す
。

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
な
ら
テ

ン
ト
は
不
要
。
ア
ウ
ト
ド
ア
の

リ
ビ
ン
グ
空
間
を
確
保
で
き
る

タ
ー
プ
を
張
る
だ
け
で
済
み
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
は
ア
ウ
ト
ド
ア

で
の
滞
在
方
法
の
ひ
と
つ
。
し

か
し
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
は
遊
び

道
具
や
装
備
を
た
く
さ
ん
持
っ

て
い
け
る
し
、
場
内
に
自
然
観

察
路
や
釣
り
場
な
ど
が
あ
る
キ
ャ

ン
プ
場
も
多
い
た
め
、
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
自
体
が
ア
ウ
ト
ド
ア

の
ひ
と
つ
の
ア
イ
テ
ム
と
も
い

え
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
は
何
と
言
っ
て
も
ク
ッ
キ
ン

グ
。
ア
ウ
ト
ド
ア
な
ら
で
は
の

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
グ
リ
ル
や
ハ
イ

パ
ワ
ー
バ
ー
ナ
ー
を
持
ち
込
ん

で
、
本
格
的
な
料
理
に
挑
戦
し

た
り
、
焚
火
を
使
っ
て
シ
ン
プ

ル
で
豪
快
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
ん
だ
り
。

み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な

が
ら
作
り
、
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
陽
気
に
食
べ
れ
ば
何
で
も

お
い
し
く
感
じ
る
も
の
。
現
地

調
達
で
地
元
の
食
材
を
使
え
ば
、

そ
の
土
地
な
ら
で
は
の
味
覚
も

味
わ
え
ま
す
。
な
に
よ
り
新
鮮

な
ア
ウ
ト
ド
ア
の
空
気
が
上
等

な
ス
パ
イ
ス
に
な
り
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
は
夜
も
す
ば
ら
し

い
。
見
上
げ
れ
ば
空
は
満
点
の

星
、
焚
き
火
を
囲
ん
で
、
仲
間

と
酌
み
交
わ
す
酒
は
街
で
飲
む

酒
と
は
ひ
と
味
違
い
ま
す
よ
ね
。
。

純
軍
用
に
開
発
さ
れ

た
受
信
機
は
と
て
も
丈

夫
で
す
。
一
九
五
〇
年

代
製
の
中
で
も
、
コ
リ

ン
ズ
や
ハ
リ
ク
ラ
フ
タ
ー

が
人
気
で
す
。
真
空
管
は
、
今

で
も
秋
葉
原
に
行
く
と
入
手
で

き
ま
す
。
最
近
は
ネ
ッ
ト
で
手

に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
メ
ン
テ
も
楽
に
な
り
ま

し
た
。
短
波
帯
の
状
況
は
、
夏

は
あ
ま
り
感
度
が
よ
く
な
い
の

で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
ど
お
り
の
番
組
が
聞
こ
え
ま

す
。
今
は
、
サ
イ
パ
ン
、
キ
キ
、

北
京
、
モ
ス
ク
ワ
日
本
語
放
送

が
リ
ア
ル
に
ニ
ュ
ー
ス
を
伝
え

て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

放
送
も
あ
り
ま
す
が
、
ア
ナ
ロ

グ
で
聞
く
の
も
い
い
で
す
ね
。

夜
が
一
番
安
定
し
て
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

十
一
月
の
曜
日
限
定
で
す
が
、

フ
ル
セ
ッ
ト
の
デ
イ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
利
用
券
の
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
。
一
人
、
一
五
〇
〇

円
で
、
同
時
に
、
二
人
ま
で
利

用
で
き
る
券
で
す
。
詳
し
く
は
、

支
部
役
員
さ
ん
ま
で
。

小
学
校
の
三
年
生
の
時
、
東

武
鉄
道
の
ネ
ル
ソ
ン
と
い
う
蒸

気
機
関
車
を
見
て
か
ら
、
は
ま

り
ま
し
た
。

年
月
が
経
っ
て
も
、

い
つ
ま
で
も
変
わ

ら
な
い
気
持
ち
が

続
い
て
い
ま
す
。

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

も
増
え
て
き
ま
し

た
。
退
職
後
は
、

こ
れ
で
何
と
か
し

た
い
と
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
家
族
に
笑
わ
れ

て
し
ま
い
、
こ
れ
も
バ
イ
ク
同

様
、
ご
理
解
い
た
だ
け
な
い
の

か
と
思
い
ま
し
た
な
。

私
設
の
ゆ
う
ふ
く
鉄
道
模
型

会
社
は
、
Ｎ
、
Ｈ
〇
ゲ
ー
ジ
、

Ｇ
ゲ
ー
ジ
が
主
流
で
す
。
多
分
、

皆
さ
ん
の
中
に
も
熱
心
な
同
胞

が
い
る
や
と
思
い
ま
す
。
今
度
、

運
転
会
を
し
ま
せ
ん
か
。
教
宣

部
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

今
は
、
Ｈ
Ｏ
に
力
が
入
っ
て

い
ま
す
。
真
鍮
加
工
で
す
。
Ｃ

Ａ
Ｄ
で
作
画
し
て
い
ま
す
の
で
、

図
面
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
興
味

の
あ
る
方
は
、
ご
一
緒
に
。

一組総支部の組合
員の皆さんの記事を
募集中です。

いろんな出来事、
趣味、つり紀行、
工作、写真、旅行記、
何でもお寄せくださ
い。

二
〇
〇
七
年
六
月
二
十
九
日
、

第
二
回
の
一
組
総
支
部
臨
時
大

会
が
、
Ｓ
Ｋ
清
掃
会
館
地
下
ホ
ー

ル
で
、
代
議
員
三
十
一
名
の
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

挨
拶
で
、
岩
田
一
組
総
支
部

委
員
長
は
、
組
織
の
構
築
や
、

一
組
総
支
部
の
要
求
を
な
ど
を
、

団
結
し
て
当
局
に
迫
る
闘
い
を

展
開
し
よ
う
と
主
張
し
た
。

東
京
清
掃
労
働
組
合
本
部
西

川
委
員
長
は
、
一
組
総
支
部
の

役
割
や
清
掃
に
関
わ
る
諸
問
題

の
解
決
と
労
働
組
合
の
あ
り
方

に
つ
い
て
言
及
し
、
二
組
問
題

に
も
ふ
れ
、
い
ま
こ
そ
、
総
団

結
で
乗
り
切
る
重
要
な
時
期
で

あ
る
と
激
励
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
特
区
連
の

中
条
書
記
長
が
、
一
組
総
支
部

の
発
展
、
区
派
遣
職
員
の
今
後

の
対
応
な
ど
、
さ
ら
な
る
一
組

総
支
部
や
清
掃
本
部
と
の
情
報

交
換
を
し
て
い
き
た
い
と
提
起

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

練
馬
区
の
池
尻
区
議
、
大
田

区
の
野
呂
区
議
が
激
励
に
来
ら

れ
、
廃
プ
ラ
問
題
、
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
反
対
、
諸
問
題
に
取
り

組
く
む
決
意
と
今
後
、
一
組
総

支
部
と
の
交
流
を
進
め
る
と
い

う
連
帯
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

大
会
議
長
に
、
港
工
の
小
林

さ
ん
、
豊
島
工
の
辻
さ
ん
が
選

出
さ
れ
、
続
い
て
、
経
過
報
告
、

議
案
が
提
起
さ
れ
、
八
月
よ
り

開
始
さ
れ
る
無
給
職
免
問
題
や
、

時
間
内
の
会
議
に
つ
い
て
の
質

疑
応
答
が
あ
り
、
活
発
な
議
論

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
の
任
期
時
期
、
分
担
金
、

修
正
案
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、

会
計
決
算
、
予
算
案
、
６
本
の

議
案
は
す
べ
て
満
場
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
組
合
活
動
に
際
し
て

の
厳
し
い
攻
撃
が
目
に
見
え
て

き
ま
す
。
時
間
外
に
会
議
を
行

う
の
に
は
、
相
当
の
自
覚
と
決

意
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。

組
合
員
の
生
活
と
権
利
を
守

り
、
す
べ
て
の
働
く
者
の
幸
福

を
願
う
こ
と
は
、
労
働
組
合

の
使
命
で
す
。
苦
し
い
こ
と

が
、
多
々
あ
る
の
は
、
皆
、
同

じ
な
の
で
す
。
一
組
総
支
部
が
、

果
た
す
役
割
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
一
組
の
組
織
構
築
の

為
の
新
規
人
員
採
用
を
勝
ち

取
る
こ
と

で
す
。

人
が
い

な
け
れ
ば
、

他
に
ゆ
だ

ね
る
の
は
、

だ
れ
で
も

同
じ
で
す
。
環
境
保
護
や
公
害

を
出
さ
な
い
責
任
あ
る
清
掃
事

業
は
、
そ
こ
に
働
く
者
や
、
す

べ
て
の
区
民
、
住
民
の
願
い
で

す
。
清
掃
工
場
の
近
隣
に
、
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
、
責
任
を
回
避

し
な
い
清
掃
事
業
の
運
営
に
な

る
か
ら
で
す
。
真
の
一
組
総
支

部
の
団
結
が

と
て
も
大
切

で
す
。

二
組
へ
加

入
し
て
い
る

組
合
員
の
皆

さ
ん
も
話
し

会
え
ば
、
必
ず
理
解
点
が
見
い

出
せ
ま
す
。

今
こ
そ
、
清
掃
労
働
組
合
が

一
致
団
結
し
て
闘
う
こ
と
が
、

と
て
も
重
要
な
の
で
す
。

国
の
行
政
改
革
は
、
今
後
も

続
い
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
ま
す
。

現
業
の
賃
金
問
題
、
公
務
員

全
体
の
処
遇
の
あ
り
方
な
ど
、

攻
撃
に
対
応
す
る
力
を
培
っ
て

い
こ
う
。
団
結
は
力
で
す
。

２００７年６月２７日、田町にあ
る東京ポートボウルで開催され、
１４支部４３名の参加者で、無事
故で終了できました。
確定闘争や会議行動日程が詰まっ

ている状況でしたが、楽しく親睦
交流ができたと思います。 結果は、
２ゲームで４５２点のハイスコア
で、一位となった墨田工場の石野
さんが、折りたたみ自転車を獲得
しました。
合計２３点の賞品が、飛び賞で

用意され、上位のスコアを出しな
がら、賞品が何もない参加者への
対応も今後、必要と感じた次第で
す。終了後には、皆さんから、多
くのご意見をいただきました。例
えば、懇親会も計画してはどうか、
家族の参加、会場の変更、開催日
時などを検討する内容の課題とな
りました。大会予算等もあり、次
回開催に向って議論していきたい
と思います。
尚、９月初旬に野球大会開催は決
定していますが、卓球大会、サッ
カー大会なども計画していく必要
があると考えています。近々に各
支部の意見をいただきますが、ア
ウトソーシング関連、組合帰属問
題、区派遣職員との交流も大切な
時期になってきています。
組合員の親睦交流の為にも、開

催の方向で行くことが大切なこと
だと考えています。

一組総支部 教宣部

一組総支部

事務局

一組本庁支部内

fax6238-0504

tel6238-0502

e-mail

seisou-ichkumi

@w7.dion.ne.jp

一組総支部

執行委員長

岩田正隆

副委員長

教宣担当

山下秀男

編集

教宣部長

福田雄一

○お役に立つ

中央

労動金庫

全労済

東京都本部

セレモア

つくば

詳細は

支部役員へ

各委員会
７月１３日

一組総支部執行
委員会

１９日
一組総支部常
任執行委員会
２５日

一組総支部執行
委員会

２７日
一組総支部支部

委員会
３１日

一組総支部執行
委員会

２００７年７月５日 東京清掃労働組合 一組総支部機関紙 一組総支部通信 第 １５ 号

行動予定

６つの
臨時大会議案
①時間内組合活
動の制限に伴う、
一組総支部方針
②補正予算
③清掃工場
委託化反対闘争
④設備管理と事
務の採用要求と
一組総支部団結
⑤組織対策
⑥規約改正



は
じ
め
に

第
一
回
組
織
集
会
は
一
九
九

六
年
三
月
十
日
～
十
二
日
、

｢

単
位
労
働
組
合
と
し
て
の
東

京
清
掃
労
働
組
合(

都
職
労
清

掃
支
部)

を
強
化
し
、
真
の
統

一
と
団
結
を
か
ち
と
り
、
組
合

員
の
生
活
と
権
利
を
守
る
斗
い

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る｣

と
し
て
始
ま
っ
た
。

組
織
集
会
は
、
闘
い
の
総
括

を
通
じ
て
労
働
組
合
と
し
て
の

体
制
を
強
化
し
、
全
組
合
員
の

闘
い
へ
の
参
加
を
勝
ち
取
る
と

と
も
に
、
運
動
上
の
改
善
を
行

い
、
団
結
の
強
化
を
は
か
る
目

的
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。

も
と
よ
り
次
代
を
担
う
活
動

家
の
育
成
に
つ
い
て
も
重
要
な

課
題
と
し
て
き
た
。
今
次
組
織

集
会
は
、
三
十
二
回
を
数
え
る

集
会
と
な
っ
て
い
る
。

時
代
時
代
で
組
織
集
会
の
目

的
が
基
本
は
変
わ
ら
な
い
も
の

の
、
具
体
的
な
課
題
は
異
な
っ

て
い
る
。
時
々
の
諸
先
輩
方
が

そ
の
任
に
当
た
っ
て
き
た
。

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
清
掃
事

業
が
東
京
都
か
ら
特
別
区
に
移

管
さ
れ
た
こ
と
は
行
政
面
だ
け

で
は
な
い
。
労
働
組
合
組
織
の

あ
り
方
や
運
動
の
進
め
方
が
、

一
般
的
、
抽
象
的
に
は
何
ら
変

わ
る
こ
と
は
な
い
が
、
根
本
的

に
変
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
た
。

区
移
管
が
も
た
ら
し
た
意
味

は
、
清
掃
労
働
者
に
と
っ
て
も

東
京
清
掃
労
働
組
合
に
と
っ
て

も
か
つ
て
な
い
大
き
な
困
難
な
、

か
つ
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

昨
年
四
月
一
日
に
都
職
員
か

ら
特
別
区
職
員
、
清
掃
一
組
職

員
と
な
り
、
特
別
区
の
制
度
が

全
面
的
に
適
用
と
な
り
、
労
働

組
合
と
し
て
の
位
置
付
け
も
変

わ
る
と
と
も
に
、
適
用
法
令
も

地
方
公
務
員
法
か
ら
地
公
労
法

（
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関

係
に
関
す
る
法
律
）
と
な
っ
た
。

ま
た
、
都
労
連
、
都
庁
職
を

離
れ
ざ
る
を
得
ず
、
昨
年
度
か

ら
単
組
と
し
て
の
活
動
を
は
じ

め
た
こ
と
に
よ
り
、
賃
金
確
定

闘
争
も
自
ら
の
主
体
的
闘
い
と

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
れ
ら
に
伴
っ
て
、
総
支
部
、

支
部
な
ど
が
、
区
当
局
と
交
渉

す
べ
き
闘
う
べ
き
課
題
が
従
来

に
比
し
て
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

合
わ
せ
て
今
後
の
闘
い
を
強

化
す
る
必
要
性
も
様
々
な
面
に

現
れ
て
お
り
、
地
連
を
質
的
に

も
有
効
に
機
能
さ
せ
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

交
渉
そ
の
も
の
を
除
い
て

時
間
内
組
合
活
動
を
事
実
上
認

め
な
い
と
す
る
当
局
の
不
当
な

対
応
も
あ
り
、
諮
問
機
関
の
活

動
領
域
を
こ
れ
ま
で
と
は
変
更

し
て
取
組
む
必
要
が
生
じ
て
い

る
。
財
政
的
な
課
題
も
あ
り
、

五
月
二
十
五
日
の
第
十
六
回
中

央
委
員
会
に
お
い
て
「
組
織
財

政
に
関
わ
る
当
面
の
方
針
」
を

確
認
・
決
定
し
た
。
残
さ
れ
た

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
引
き
続

き
九
月
の
定
期
大
会
に
向
け
て

「
組
織
財
政
方
針(

案)

」
を
今

後
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

組
織
集
会
で
討
論
さ
れ
た
内

容
も
こ
の(

案)

に
は
反
映
す
る

予
定
で
あ
る
。

今
次
、
組
織
集
会
は
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
組
織
を
強

化
し
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

何
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
何
を

ど
う
変
え
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
、
現
状
の
問
題
点
は
何
か
、

そ
の
た
め
に
は
何
を
克
服
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
等
々
を

議
論
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

真
に
東
京
清
掃
労
働
組
合
が

組
合
員
の
権
利
を
守
る
単
組
と

し
て
の
活
動
を
継
続
発
展
さ
せ

ら
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
出
発
点
と
な
る
、
事
実

上
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
組

織
集
会
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

制
約
が
あ
る
な
か
で
日
・
月

曜
日
に
開
催
せ
ざ
る
を
得
な
い

組
織
集
会
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら

の
課
題
に
応
え
ら
れ
る
組
織
集

会
に
す
べ
く
、
参
加
者
の
真
摯

な
忌
憚
の
な
い
議
論
へ
の
参
加

を
心
か
ら
望
む
も
の
で
あ
り
、

単
組
東
京
清
掃
労
働
組
合
の
礎

を
参
加
者
と
共
に
構
築
す
る
こ

と
を
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

こ
の
八
年
間
に
開
催
さ
れ
た

組
織
集
会
を
振
り
返
っ
て
、
区

移
管
前
年
の
一
九
九
九
年
の
第

二
十
五
回
組
織
集
会
で
は
、
区

移
管
の
総
括
を
主
要
な
目
的
と

し
鎌
形
弁
護
士
、
特
区
連
書
記

長
を
講
師
と
し
て
の
学
習
会
を

行
い
、
意
思
統
一
を
図
っ
た
。

区
移
管
直
前
の
二
〇
〇
〇
年

二
月
の
第
二
十
六
回
組
織
集
会

は
、
特
別
区
と
の
新
た
な
労
使

関
係
の
下
、
都
派
遣
職
員
と
し

て
清
掃
労
組
に
結
集
す
る
。
新

た
な
闘
い
に
対
応
で
き
る
組
織

の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
討
議
を

行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年

の
第
二
十
七
回
及
び
二
〇
〇
二

年
の
第
二
十
八
回
組
織
集
会
は
、

交
渉
団
・
要
請
団
や
地
連
の
編

成
な
ど
を
主
な
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
組
ま
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
七
月
の
第
二
十

九
回
組
織
集
会
で
は
、
二
〇
〇

三
年
問
題
と
予
算
・
人
員
闘
争

を
一
体
の
も
の
と
し
て
取
り
組

む
た
め
の
意
思
統
一
の
場
と
し

て
設
定
し
た
。
六
月
三
十
日
の

団
体
交
渉
で
交
渉
テ
ー
ブ
ル
の

設
置
が
確
認
さ
れ
、
二
〇
〇
三

年
度
問
題
の
交
渉
が
開
始
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
意
思
統
一
が

図
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
間
処
理

部
門
で
あ
る
清
掃
一
部
事
務
組

合
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
七
月

十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
区
長
会

総
会
で
一
定
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
直
後
で
も
あ
っ
た
。

二
〇
〇
四
年
三
月
の
第
三
十

回
組
織
集
会
で
は
、
前
年
十
二

月
に
行
わ
れ
た
第
二
回
小
委
員

会
交
渉
で
確
認
さ
れ
た
、

①
二
〇
〇
六
年
度
身
分
切
替
時

に
適
用
す
る
人
事
・
給
与
制
度

を
九
月
を
目
途
に
新
た
に
設
置
、

②
二
〇
〇
五
年
度
ま
で
に
清
掃

職
場
に
配
置
さ
れ
る
区
職
員
に

も
同
制
度
を
適
用
、

③
清
掃
一
部
事
務
組
合
が
責
任

あ
る
事
業
運
営
を
行
う
人
事
上

の
体
制
整
備
を
行
う
。

一
、
清
掃
完
全
区
移
管
に
向
け

て
残
さ
れ
た
最
大
の
課
題
で
あ

る
身
分
移
管
に
関
わ
る
新
し
い

清
掃
職
員
の
人
事
・
給
与
制
度

を
確
立
さ
せ
る
。

二
、
清
掃
職
員
の
人
事
・
給
与

制
度
の
新
設
に
伴
う
、
二
〇
〇

六
年
度
を
見
据
え
た
東
京
清
掃

労
働
組
合
の
単
組
と
し
て
の
基

本
的
な
体
制
を
制
度
新
設
と
同

時
に
具
体
化
す
る
。
の
二
点
を

目
的
に
し
て
討
議
さ
れ
た
。

「
九
月
に
向
け
た
闘
い
の
推
進
」
、

「
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
」
、

「
具
体
的
な
行
動
日
程
」
を
具

体
的
な
課
題
と
し
て
意
思
統
一

を
行
っ
た
。

昨
年
、
二
〇
〇
六
年
の
第
三

十
一
回
組
織
集
会
は
、
人
事
制

度
、
身
分
切
替
に
関
わ
る
諸
条

件
、
交
渉
ル
ー
ル
や
労
働
組
合

の
位
置
付
な
ど
の
確
定
を
受
け

て
、
身
分
切
替
に
伴
う
諸
制
度

を
し
っ
か
り
理
解
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
し
、
二
〇
〇
六
年

四
月
か
ら
は
、
特
別
区
の
新
人

事
・
給
与
制
度
も
適
用
さ
れ
る
。

新
た
な
労
使
交
渉
ル
ー
ル
が

は
じ
ま
り
、
時
間
内
組
合
活
動

に
つ
い
て
も
大
き
く
変
わ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
ら
に
伴
い
地

公
労
法
に
基
づ
く
東
京
清
掃
労

働
組
合
と
し
て
も
新
た
な
組
織

体
制
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
の
認
識
の
下
に
、
実
質
的
に

学
習
会
と
し
て
開
催
し
、
意
思

統
一
を
行
っ
た
。

以
上
の
経
過
を
た
ど
り
、
区

長
会
と
の
関
係
や
交
渉
結
果
を

踏
ま
え
て
、
こ
の
間
、
組
織
集

会
を
開
催
し
て
き
た
。

現
状
に
つ
い
て
の
確
認
で
は
、

交
渉
準
備
行
為
と
さ
れ
て
い
る

機
関
会
議
を
認
め
な
い
ば
か
り

か
、
本
来
は
妥
結
の
判
断
を
す

る
交
渉
の
一
環
で
あ
る
機
関
会

議
を
も
当
局
は
認
め
て
は
い
な

い
。
こ
れ
ま
で
職
能
別
組
織
と

さ
れ
必
要
性
も
認
め
ら
れ
て
い

た
諮
問
機
関
は
、
事
実
上
大
き

な
制
約
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
存
在
価
値
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な

い
。
職
能
別
組
織
と
し
て
の
機

能
を
地
連
内
に
移
し
て
実
質
的

に
こ
れ
ま
で
の
運
動
を
引
き
継

ぐ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

従
っ
て
、
活
動
領
域
を
地
連

の
場
に
移
す
と
と
も
に
、
本
部

専
門
部
等
で
具
体
的
な
対
応
を

図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
活
動

領
域
を
地
連
と
す
る
こ
と
に
よ

り
、
各
区
交
渉
の
対
応
の
迅
速

化
を
図
る
こ
と
が
現
状
よ
り
も

可
能
に
な
る
。

ま
た
、
各
区
の
連
携
、
横
の

つ
な
が
り
が
出
来
、
区
当
局
へ

の
取
り
組
み
も
各
区
に
限
定
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
地
連
と
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と

に
な
る
。
各
区
交
渉
と
連
動
し

て
対
応
を
図
る
こ
と
も
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
運
動
の
考
慮

も
含
め
て
の
取
り
組
み
が
可
能

と
な
る
。

こ
の
「
現
状
に
つ
い
て
の
確

認
」
に
つ
い
て
は
、
第
十
六
回

中
央
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た

｢

組
織
財
政
に
関
わ
る
当
面
の

方
針｣

と
合
わ
せ
て
、
組
織
集

会
一
日
目
の
分
散
会
で
の
討
論

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
か
ら
当
局
は
、
日
常
的

に
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
連
絡
・
連

携
を
図
る
傾
向
が
強
く
組
合
に

と
っ
て
良
い
こ
と
も
悪
い
こ
と

も
同
様
で
あ
る
。

こ
う
し
た
動
き
が
合
理
化
に

関
わ
っ
て
も
現
実
に
表
面
に
出

て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
対
抗
す
る
た
め
に

は
区
長
会
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
合
わ

せ
て
編
成
し
て
い
る
地
連
を
そ

れ
に
応
え
ら
れ
る
組
織
と
し
て

実
質
的
に
改
変
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

従
来
の
組
織
的
な
位
置
付
け

と
は
異
な
る
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
以
前
か
ら
分

か
っ
て
お
り
、
本
部
、
地
連
共

に
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
た
が
、

残
念
な
が
ら
効
を
奏
し
て
い
な

い
。地

連
と
し
て
の
活
動
領
域
に
、

こ
れ
ま
で
の
諮
問
機
関
の
活
動

を
包
摂
す
る
こ
と
な
し
に
は
、

求
め
ら
れ
る
任
務
を
果
た
す
こ

と
は
出
来
な
い
。

現
状
で
は
、
地
連
ご
と
に
お

か
れ
た
状
況
の
違
い
や
具
体
的

な
問
題
も
異
な
る
こ
と
か
ら
、

各
地
連
内
で
の
十
分
な
率
直
な

議
論
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

共
に
課
題
を
認
識
し
、
共
に

取
り
組
み
、
苦
労
を
共
に
す
る

立
場
で
の
討
論
が
必
要
で
あ
る
。

賃
金
確
定
期
に
は
昨
年
度
と

同
様
に
地
連
総
決
起
集
会
を
開

催
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
賃
金

確
定
期
に
限
る
こ
と
な
く
多
様

な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ

る
。例

え
、
そ
の
時
点
で
は
一
区

に
の
み
現
れ
て
い
る
課
題
で
あ
っ

て
も
、
周
辺
区
の
仲
間
や
地
連

全
体
と
し
て
の
区
役
所
門
前
宣

伝
行
動
や
署
名
、
住
民
宣
伝
行

動
、
決
起
集
会
、
要
請
行
動
、

座
り
込
み
等
、
多
種
多
様
な
戦

術
を
工
夫
し
て
、
積
極
的
に
配

置
す
る
組
織
へ
と
発
展
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

身
分
上
は
各
区
・
一
組
職
員

に
分
断
さ
れ
て
は
い
て
も
、
同

じ
組
合
に
結
集
す
る
仲
間
と
し

て
取
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

身
分
上
は
各
区
、
一
組
に
別

れ
て
は
い
る
も
の
の
、
単
組
東

京
清
掃
労
働
組
合
に
結
集
す
る

仲
間
と
し
て
の
自
信
と
誇
り
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
「
果
た
す
べ
き
課
題
と

任
務
」
は
、
今
年
度
組
織
集
会

の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
も
あ
る
。

第
二
日
目
の
討
論
課
題
と
し
て

設
定
し
て
い
る
。

す
で
に
人
事
制
度
や
交
渉
ル
ー

ル
は
出
来
上
が
り
、
そ
れ
ら
に

対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る

の
か
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
残

さ
れ
た
大
き
な
課
題
と
し
て
次

の
三
点
が
あ
る
。

最
初
は
言
う
ま
で
も
な
く
事

業
関
係
統
一
交
渉
の
課
題
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
六

月
十
八
日
に
出
さ
れ
た
都
労
委

の
要
望
に
基
づ
き
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。

サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
に
関

わ
る
課
題
も
あ
り
、
早
晩
の
決

着
を
図
る
。

二
点
目
は
、
直
接
的
に
は
一

組
に
関
わ
る
課
題
で
あ
る
。
現

在
、
技
術
職
員
は
固
有
職
員
と

し
て
採
用
が
出
来
る
が
、
事
務

職
員
及
び
設
備
管
理
職
員
（
現

業
職
員
）
は
採
用
で
き
な
い
状

態
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
課
題
も
残
さ
れ
た
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
最
初
の
課
題

と
も
関
連
が
あ
り
、
わ
が
組
合

と
し
て
の
課
題
で
あ
る
。

三
つ
目
の
課
題
と
し
て
、
下

請
化
攻
撃
あ
る
い
は
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
攻
撃
と
い
か
に
闘
う
か

の
課
題
で
あ
る
。

こ
の
課
題
は
、
す
べ
て
の
区
、

一
組
に
共
通
す
る
課
題
で
あ
る
。

今
後
の
組
織
の
あ
り
方
や
運

動
の
あ
り
方
に
も
関
係
す
る
課

題
で
あ
る
。

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
討
論
が
必
要
と
な
る
も

の
で
あ
り
、
具
体
的
な
課
題
と

し
て
現
在
進
行
中
で
も
あ
る
。

最
後
に
、
以
上
の
提
起
に
沿
っ

て
そ
れ
ぞ
れ
の
討
論
課
題
に
つ

い
て
積
極
的
な
発
言
を
お
願
い

す
る
。

今
回
の
組
織
集
会
の
テ
ー
マ

は
、
ひ
と
こ
と
で
言
い
表
せ
ば

次
の
通
り
で
あ
る
。

「
有
給
職
免
が
な
く
な
り
新
た

な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
諮

問
機
関
の
機
能
を
発
展
強
化
す

る
た
め
に
も
、
地
連
機
能
を
再

編
・
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。こ

の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め

に
は
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
参
加
者
全
員
が
前
向

き
に
考
え
、
発
言
し
、
知
恵
を

出
し
合
う
」
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
。

た
ま
た
ま
有
給
職
免
が
無
く

な
っ
た
か
ら
騒
ぎ
に
な
っ
た
が
、

本
来
、
二
〇
〇
〇
四
月
の
区
移

管
以
降
、
地
連
強
化
は
当
局
に

対
抗
し
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

は
ず
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
判
断
に
よ
り
地
連

編
成
も
行
っ
た
。

昨
年
の
方
針
で
は
、
す
で
に

こ
う
し
た
状
況
変
化
を
踏
ま
え
、

予
算
配
分
も
行
っ
て
き
た
。

昨
年
度
か
ら
は
確
定
闘
争
を

独
自
に
闘
い
、
ま
た
作
業
計
画

で
統
一
を
勝
ち
取
る
た
め
に
も

よ
り
意
思
統
一
を
密
に
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
今
回
、
昨
年
一

年
を
振
り
返
り
、
よ
り
密
な
強

固
な
闘
う
支
部
地
連
本
部
の
パ

イ
プ
を
築
き
た
い
。

現
業
合
理
化
に
闘
う
た
め
に

は
今
ま
で
の
指
令
待
ち
体
制
で

は
な
ら
な
い
。
時
間
は
な
い
、

今
こ
そ
我
々
は
立
ち
上
が
ら
ね

ば
な
ら
な
い
。

以
上

無事故、無災害


